
〔問〕

昭和 47年度 (問題)

午前の部

1. Xl， X2，…・・ Xn はたがいに独立で，共通な分布関数F(X)をもっ確率変数として，

次の確率変数の分布関数を求めよ。

(司 max (Xl， X2，……， X勧)

向 min (Xl， X2，……， X叫)

2. Xl および X2はたがL、に独立で，それぞれ平均んおよびねのポアソン分布忙従う

確率変数とする。

nを正の整数としてI Xl + X2 = nという条件のもとKおいて Xlはどのような分布

をするか。

3. たがL、K独立な確率変数Xl，X2が区間(0， 1 )で一様分布しているとき，健率変数

Xl十 2X2 の密度関数を求めよ。

午後の部

4. 表がでる確率d ( 1でも Oでもないとする。)のゆがんだ貨幣がある。これを使って，次

のよう Kすると，完全な貨幣すなわち表がでる確率%の貨幣の代用忙できることを証明せ

よo

但) ゆがんだ貨幣を 2固なげる。

(1) 1回目が表 2回目が裏なら，完全な貨幣の表がでたとみなす。

(2) 1回目が裏 2回目が表なら，完全な貨幣の裏がでたとみなす。

(3) 2回とも表だけ， または裏だけであったら無効とし，上の(1)または(2)のどちらかがお

こるまで，試行 (0)をくりかえす。
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〔問〕

5. 次独立な 5つのベクトノレαFb ，C ，がある。

(j) α+h，h十 c，c+α も1次独立であることを証明せよ。

(jj) α-h ， h十c，c+αば1次従属であることを証明せよo
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昭和 47年度 (解答)

午前の部

1. 件 Y1=max (Xl ，…… ， Xn)とおき Ylの分布関数を F11(X)こすると，

2. 

Fl (X)= Pr (Ylくx)

=Pr(Xlくx，…… X九く x) 

=Pr(Xl <x) …… Pr (X叫 <x) 

(γXl，……， Xnは互いに独立だから)

Xl，……， X再は共通な分布関数F(♂)をもつから， P r (Xiく x)=F(X) 

Fl (♂') = F(x)n 

(同 Y2=min(Xl，… ， Xn)とおき Y2の分布関数をF2(X) とすると

F2 (x) = Pr (Y2くx)

=1-Pr(Y2 二三 x) 

= 1 -Pr(Xl 孟 x，…， X九ミ三 x)

=1-Pr(Xl ミ~ x) x …X Pr(X九孟 x)

(γXl， .，. ， X九は互いK独立)

(a)と同犠K

F2 (ぉ')= 1 -{ 1 -F (x)}九

P(xl=-A，IXl十 X2=n) = ~(Xl= ~， Xl十 x2=n) P(Xl=~ ， X2=九-~)
ゐ P(Xl十 X2=n) P(Xl+XZ=n) 

P (X 1 = ~ ) P (X2 =叫ピ1126A2ムゴム(p -(..l. 1十 ..1.2) (..1. 1十..1.2)¥
P (Xl十 X2 = n ) ~ ! (n -~) !O-¥ ~ n ! 

n・(， Al 必(， A2 九-A
I 

~! (η，-~)! 'Al十 A2' '-Al十 A2

nAl 
すなわち，平均一一一ーのn次の2項分布

えlートA2
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3. 確率変数Xl，X2の同時密度関数は

f ( X 1， X2) = 1 ( 0くお1，X2く 1) 

したがって

Pr(X< X)  = Pr (Xl十 2X2く X)

= rr f(♂1， X2) dXld♂2 
IJ Xl+ 2X2くよど

。 : ♂三二 0 

oく♂孟 1

}(sーを) : 1 く Z 三二 2 

1ー(;-tg)2 : 2く X S;:3

3く z

故K求める密度関数は

。♂三二日

oく♂孟 1

f(♂)=若F(X) くお豆 2

2 く X 三五 5 

o 3くお

であるo
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午後の部

その貨幣を 2固なげて(1)， (2)， (3)がおこる確率は，

α2十(1ー α)2= 1 -2α( 1ー α)

それぞれ4. 

α(  1ー α)， α(1ー α)， 

であるo

その貨幣を 2固なげるという試行を， (1)または(2)のいずれかがおこるまで続けて， (1)がー

必十 1回目の試行で(1)がおこるとL、う事象の確率を4る確率は， A回の試行で(3)がおこり，

が Oから∞までについて加えればよい。

すなわち，

ぷ(1ー 2α(1ー α)九(1ー α)=α(1ー α) 工
2α(1-α2 

ド 1ー 2α(1ー α)く 1) 
実は完全な貨幣の表がでたと判定された事象の確率であった。これは，

α(α十b)十β(b 十c)+r(c十 α)=口

なら

)
 
i
 

(
 
5. 

(α+ r )α十 (α+β )b十 (β+r ) c = 0 

)
 
t
i
 
(
 

α十r=O

(2) α十β=0

(3) メタ+r=O

(1)十 (2)

0=2α十β+r=2α

α=0 

β=0 .・.r=o，

α(α-b)+(b+c)十r( c十 α)=0、‘，，，i
 
i
 

(
 

(α+ r)α+(ー α+β)b + (β+r)c=O 
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4
E
ム
，，.‘、α十r=o



一α十β=0 (2) 

β十T=O (3) 

(2)から α=β，そうすると(1)も(3)も α十r=0 

:.T=ー α

結局任意の αKっき

α(α-b) +α( b十c)ー α(c+α)=0
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